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1．はじめに

近年,室内の汚染物質の一要素である臭気に関す

る人々の関心は高く,空気清浄機,消臭剤や脱臭剤

などの室内空気汚染対策品が種々開発,販売されて

いるのが現状である。それに加えて,高齢化に伴う

介護環境が注目され,同環境特有の臭気問題が取り

上げられるようになってきている。

現在,図-1に示すように経済産業省公表によれば,

2014年の空気清浄機の国内出荷台数は200万台以上,

国内普及台数は約1,500万台に増加している1)。

また,表-1に示すように内閣府「消費動向調査」

によれば,2017年3月時点において,空気清浄機の普

及率は,総世帯の37.2%である2)。

さらに,近年の空気清浄機市場では,北欧などの

海外メーカーが相次いで参入しており,デザイン性

に優れたものや,スマートフォンで遠隔操作できる

「IoT」に対応した製品が登場し,消費者の選択肢は

広がっている。

市販空気清浄機は,活性炭など多孔質素材での吸

着,あるいは触媒,光触媒,電子装置から発生する

活性種,オゾン,イオンなどによる分解作用で,ガ

ス状物質汚染を低減させようとしているが,機器の

ガス除去性能には解決すべき課題がある。

2．空気清浄方式

(1)吸着方式

活性炭などの多孔質材料を用いる吸着方式には,

ガス除去性能が早期劣化する問題がある。筆者らは

空気清浄機の性能劣化を引き起こす実験装置を用い

た実験方法により,機器のホルムアルデヒド除去性

能の劣化性を定量的に求めたが,ホルムアルデヒド

供給濃度を100・g/m3とし,器具を連続運転すると,

僅か1ヶ月間の使用でホルムアルデヒド除去性能が

59%劣化する3)。単ガスで汚染負荷であっても,この

ような早期劣化が起こるが,一般の室内環境ではさ

らに汚染負荷は高いと見積まれる。このような吸着

方式におけるガス除去性能の早期劣化は,活性炭な

どの吸着材に使用される添着剤の特性にある。

(2)分解方式

触媒,光触媒,電子装置などを用いる分解方式に

ついては,耐久性能の早期劣化に対して,有利な期

待感があるものの,吸着方式に比較して,除去性能

そのものが小さくなりがちで,オゾンや有害な二次

生成物質の発生が懸念される。

(3)活性種・イオン放出式

OHラジカルやオゾンなどの活性種やイオン粒子

などを室内に放出し,汚染物質の分解除去や無害化

を図る方式であり,ガス除去性能の持続性に期待感

がある。ただし,気中拡散した汚染物質と如何に効

率よく結合するかが課題となる。放出物質の安全性

については分解方式と同様である。

(4)併用方式

上記(1)～(3)を組み合わせた方式
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図-1 空気清浄機の国内出荷台数・販売台数1)

表-1 空気清浄機の普及率・保有数量2)
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